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「サステナビリティ x 調達」

2024年4月8日
購買ネットワーク会 深津昌俊

masato24681@gmail.com
※ご質問などあればお問合せください
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深津昌俊
aPriori Technologies, Inc
アジアパシフィック上席ソリューションコンサルタント

日系大手自動車部品メーカー・自動車メーカーの原価企画部門で約10年、クロスファン
クションチームでの新製品の原価企画業務の推進や、北米駐在にて北米原価企画部
門の立ち上げに従事。

その後、ドイツ系総合電機メーカーのPLM事業部門で設計基幹システムやコスト・エンジ
ニアリング・ソリューションを担当し、日本企業のインダストリー4.0を推進。

2024年4月から製造インサイトシミュレーション・プラットフォームの開発・販売を行う
aPriori Technologies, Incにて現職。3Dモデルをもとに自動でコスト計算、CO2排
出量計算、DFM（製造可能性を考慮した設計）を同時にシミュレーションすることがで
きる次世代原価企画ソリューション「aPriori」の導入支援を行っている。

また、全国の購買・調達関連業務に携わる方々向けの非営利団体である「購買ネット
ワーク会」に幹事とメンバーして参画中。

趣味：スケートボード、釣り、キャンプ、立ち飲み屋、ランニング

簡単ですが・・・自己紹介

ものづくり太郎 YouTubeチャンネル: https://youtu.be/mcvFGggt5-A?feature=shared&t=1410

https://youtu.be/mcvFGggt5-A?feature=shared&t=1410
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過去の発表

1. 第71回関東購買ネットワーク会（2019/9/14）

「コストエンジニアリング観点での見積分析と見積ソリューション最
前線」
http://www.co-buy.org/materials/20190914_kanto_no71_1.pdf

2. 第4回購買ネットワーク会若手分科会（2021/5/10）
「見積もり査定に必要な技術的アプローチとは？」
http://www.co-
buy.org/materials/20210510_wakate_no04_1.pdf

3. 第15回購買ネットワーク会若手分科会（2022/4/4）

カーボンニュートラル概論、今後購買・調達部門に求められる役割
とは？
http://www.co-buy.org/materials/20220404_wakate_no15

4. 第22回購買ネットワーク会若手分科会（2022/12/5）
新時代のバリューチェーンを考える
http://www.co-buy.org/materials/20221205_wakate_no22

5. 第27回購買ネットワーク会若手分科会（2023/7/3）
あなたの知らない（？）コスト分解の世界
http://www.co-buy.org/materials/20230703_wakate_no27

6. 第76回 購買ネットワーク会（2023/10/23）
直接材購買戦略～原価管理の視点から～
https://www.co-buy.org/materials/20231023_kanto_no76_2

7. 第31回購買ネットワーク会若手分科会（ 2023/12/4）
DX実現やソフトウェア導入における基礎知識
https://www.co-buy.org/materials/20231204_wakate_no31

http://www.co-buy.org/materials/20190914_kanto_no71_1.pdf
http://www.co-buy.org/materials/20210510_wakate_no04_1.pdf
http://www.co-buy.org/materials/20210510_wakate_no04_1.pdf
http://www.co-buy.org/materials/20220404_wakate_no15
http://www.co-buy.org/materials/20221205_wakate_no22
http://www.co-buy.org/materials/20230703_wakate_no27
https://www.co-buy.org/materials/20231023_kanto_no76_2
https://www.co-buy.org/materials/20231204_wakate_no31
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今日のテーマは・・・
サステナビリティ
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地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）

人間活動による地球システムへの様々な影響を客観的に評価する
方法の一例として、地球の限界（プラネタリー・バウンダリー）という
注目すべき研究があります（図1-1-1）。

この研究によれば、地球の変化に関する各項目について、人間が安
全に活動できる範囲内にとどまれば人間社会は発展し繁栄できる
が、境界を越えることがあれば、人間が依存する自然資源に対して
回復不可能な変化が引き起こされるとされています。

2015年と2022年の研究結果を比べると、種の絶滅の速度と窒素・

リンの循環に加え、新たに気候変動と土地利用変化、新規化学物
質が不確実性の領域を超えて高リスクの領域にあるとされました。

出所: 環境省 環境白書 https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r05/index.html

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r05/index.html
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昨今の気候変動問題

出所：環境省環境白書 https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r05/index.html

https://www.env.go.jp/policy/hakusyo/r05/index.html
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地球温暖化から地球沸騰化へ

「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が到来した」
国連グテーレス事務総長
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世界の平均気温、年平均1.5度目標を超過

出所: BBC News Japan 2024/2/15 https://www.bbc.com/japanese/articles/c72gnnj21z0o

https://www.bbc.com/japanese/articles/c72gnnj21z0o
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人間活動の温暖化に対する影響認識

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

気候変動に関する政府間パネル（IPCC: 
Intergovernmental Panel on Climate Change）は、世
界気象機関（WMO）及び国連環境計画（UNEP）に
より1988年に設立された政府間組織で、2021年8月現
在、195の国と地域が参加しています。

IPCCの目的は、各国政府の気候変動に関する政策に科

学的な基礎を与えることです。世界中の科学者の協力の
下、出版された文献（科学誌に掲載された論文等）に
基づいて定期的に報告書を作成し、気候変動に関する
最新の科学的知見の評価を提供しています。

出所：JCCCA https://www.jccca.org/global-warming

https://www.jccca.org/global-warming


Page 10 © 2024 Masatoshi Fukatsu 

世界平均気温の変化予測

出所：JCCCA https://www.jccca.org/global-warming

https://www.jccca.org/global-warming
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1.5度目標の達成に向けて・・・

パリ協定：第21回気候変動枠組条約締約国会議(COP21)が開催されたフランスのパリにて2015年12月12日に採択された、気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定。

出所：環境省
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/files/SBT_syousai_all_20210810.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_joukyou.pdf

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_joukyou.pdf
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/SBT_joukyou.pdf
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各社のサステナビリティの取り組み
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その前に・・・
CSR、ESG、SDGs・・・
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各用語の関連性

Sustainability

CSR ESGSDGs
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各用語の関連性

Sustainability

持続可能性

Sustainability

• グローバルに世代を超えた環境・社会・経済の持続可能性

• 生物が持続的に生活できる豊かな世界の状態

CSR

企業の社会的責任

Corporate Social Responsibility

• 事業が環境や社会に及ぼすインパクトに対する責任

• 企業イメージ、企業価値の向上(環境保護活動など)

ESG

環境・社会・企業統治

Environmental, Social, Governance

• 投資家に向けた情報開示（統合報告書）

• 投資家は環境・社会・企業統治に配慮した企業へ投資

SDGs

持続可能な開発目標

Sustainable Development Goals

• 2030年までに解決するべき「17の目標と169個のターゲット」

• 自社事業との関係性・貢献性を考慮し事業を推進する
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サステナビリティへの取り組み ー 炭素会計の広まり

出所：炭素会計アドバイザー協会

https://www.caai.or.jp/

https://www.caai.or.jp/
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サプライチェーン排出量（Scope１、２、３）

出所: 環境省 グリーン・バリューチェーンプラットフォーム

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html
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Scope3のカテゴリ

出所: 環境省 グリーン・バリューチェーンプラットフォーム

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html
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Scope3のカテゴリ

出所: 環境省 グリーン・バリューチェーンプラットフォーム

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html
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CO2排出量計算

出所: 環境省 グリーン・バリューチェーンプラットフォーム

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html
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経産省・環境省による
CFP（Carbon Footprint of Product）実践ガイドの発行

出所：経産省
https://www.meti.go.jp/press/2023/05/20230526001/20230526001.html

https://www.meti.go.jp/press/2023/05/20230526001/20230526001.html
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Nikeのサステナビリティの取り組み

出所：Nike MOVE TO ZERO
https://www.nike.com/jp/sustainability

https://www.nike.com/jp/sustainability
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Nikeのサステナビリティの取り組み

項目 内容

素材の選択 製品からの排出量の70％以上を占める素材の選択において既存のプラスチック、糸、テキスタイ
ルを再利用することによって、CO2を大幅に削減。

Nike 
Flyknit

Nike Flyknitは、従来のフットウェアーアッパーよりも廃棄物を平均で60％削減するよう精密に設
計されています。Flyknitを用いた各アッパーには、プラスチックボトル6-7本分のプラスチックが含
まれている。

Nike 
Flyleather

見た目、質感、香りが天然革のようなFlyleatherは、再生レザー繊維を50％以上使用し、従来
の革製法よりも炭素排出量を減らした革新的な製法で製造されています。また、Nike 
Flyleatherはロール状に製造されるため、裁断効率を向上することができ、フルグレインレザーの従
来の裁断・縫製方法と比べて廃棄物が少なくなっています。

Nike Air 2008年以降にデザインされた、すべてのNike Airソールに製造廃棄物をリサイクルした素材が
50％以上使用され、製造には100％再生可能エネルギーが使用されています。また、新しく革新
的なクッショニングシステムには、Airソールの製造過程で廃棄された素材が90％以上再利用され
ています。

再生ポリエス
テル

Nikeのリサイクルポリエステルは、プラスチックボトルを洗浄して細片に切り刻み、パレットにして、高品
質の糸に紡いで作られています。プラスチックボトルを再利用して作られる再生ポリエステルを使用す
ることにより、新しくポリエステルを生産する場合と比較し、廃棄物の削減と炭素排出量も約30％
削減されています。これにより、埋め立てに使われたり、水路に流れ込んだりするプラスチップボトルが
年間10億本も転用されています。

地球環境に
優しいコットン
素材

Nikeは、2020年までに持続可能なコットンを100％使用することを目標としています。年間680
トンのコットンをリサイクルするだけでなく、化石燃料由来の殺虫剤や合成肥料を使用せず土壌の
健全性と自然の生態系を保ち、作業者と農業従事者の権利も尊重しています。

リサイクルナイ
ロン

リサイクルナイロンは、カーペット、使用済みの漁網などの様々な素材から転用されたものだ。これを
洗浄して仕分けし、細片にした後、化学的または機械的に再生処理を行っています。新たに再生
されたナイロンの糸は、二酸化炭素排出量が再生されていないナイロンの２分の1となります。

出所：Nike Forward https://www.nike.com/jp/sustainability/materials

https://www.nike.com/jp/sustainability/materials
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Nike Forwardの二酸化炭素排出量アセスメント

出所：Nike Forwardの二酸化炭素排出量アセスメント
https://www.nike.com/pdf/forward-critically-reviewed-carbon-footprint-assessment-ja-jp.pdf

https://www.nike.com/pdf/forward-critically-reviewed-carbon-footprint-assessment-ja-jp.pdf
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サステナビリティを推進するための
インセンティブとは・・・？
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サステナビリティを推進するための
インセンティブとは・・・？

→経営や収益・コストへの悪影響
新しい規制・法令などによるペナルティ・罰則
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規制による経営へのインパクト

出所：TSETINIS-EFESO Perspectives on sustainability reporting
https://www.linkedin.com/posts/tsetinis-efeso_perspectives-on-sustainability-activity-7176140549198913536-
w3hy?utm_source=share&utm_medium=member_desktop

https://www.linkedin.com/posts/tsetinis-efeso_perspectives-on-sustainability-activity-7176140549198913536-w3hy?utm_source=share&utm_medium=member_desktop
https://www.linkedin.com/posts/tsetinis-efeso_perspectives-on-sustainability-activity-7176140549198913536-w3hy?utm_source=share&utm_medium=member_desktop


Page 28 © 2024 Masatoshi Fukatsu 

カーボンプライシングとカーボンクレジット

• カーボンプライシングは企業に脱炭素を促す政府による規制的アプローチ
• カーボンクレジットは企業の脱炭素に向けた取り組みを補完する役割

出所：資源エネルギー庁脱炭素に向けて各国が取り組む「カーボンプライシング」とは？
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_pricing.html

出所：内閣官房我が国のグリーントランスフォーメーション実現に向けて
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai7/siryou1.pdf

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/carbon_pricing.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai7/siryou1.pdf
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Carbon Border Adjustment Mechanism（炭素国境調整メカニズム）
EU域外からセメントや鉄鋼等の特定製品を輸入する企業に対し、製品の排出量に応じて、EU-ETS排出枠の価格相当の炭
素価格の支払いを求める仕組み。カーボンリンケージ対策(規制の強いEU外へ工場移転・高炭素製品のEU流入)も含む。

出所：経済産業省 GX市場創出に向けた考え方の整理
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/gx_product/pdf/001_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/gx_product/pdf/001_04_00.pdf
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CBAMのCarbon penalties

出所：TSETINIS-EFESO Perspectives on sustainability reporting
https://www.linkedin.com/posts/tsetinis-efeso_perspectives-on-sustainability-activity-7176140549198913536-
w3hy?utm_source=share&utm_medium=member_desktop

CBAMは2025年1月以降、排出量の計算方法はEU方式のみが認められる。域外の生産国で炭素価格を支払っている場合
には、その情報も記載することが求められる。また、報告義務に違反した場合は、未報告の排出量1トン当たり10～50ユーロ
の罰金が科される。

https://www.linkedin.com/posts/tsetinis-efeso_perspectives-on-sustainability-activity-7176140549198913536-w3hy?utm_source=share&utm_medium=member_desktop
https://www.linkedin.com/posts/tsetinis-efeso_perspectives-on-sustainability-activity-7176140549198913536-w3hy?utm_source=share&utm_medium=member_desktop
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欧州バッテリー規則

自動車用、産業用、携帯型などEU域内で販売される全てのバッテリーが対象。
バッテリーのサプライチェーンの見える化・強靭（きょうじん）化を通じて、域内の重要原材料の確保や戦略的自律を目指す。

出所：経済産業省 GX市場創出に向けた考え方の整理
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/gx_product/pdf/001_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/gx_product/pdf/001_04_00.pdf
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カーボンクレジットの販売による収益へのインパクト

出所：Carbon Credits.com Tesla Hits Record High Sales from Carbon Credits at $1.79B
https://carboncredits.com/tesla-hits-record-high-sales-from-carbon-credits-at-1-79b/

1. テスラは2023年に17.9億ドルの過去最高の
炭素クレジット売上を達成、売上はほとんどが
利益となる。

2. 2009年以降の炭素クレジット売上の合計は
約90億ドルに達する。

3. 排ガス規制をクリアできない競合他社が購入
しているとみられている。（受領者は未公表）

4. EV市場が後退・各社が投資の見直しや、ハイ
ブリッド車へ回帰している中で、テスラは企業
競争力を保っている。

https://carboncredits.com/tesla-hits-record-high-sales-from-carbon-credits-at-1-79b/
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まとめ

1. サステナビリティは長期的なトレンドとして認知され、最優先事項とみなされている。

2. サステナビリティに対応するために購買・調達の役割がより戦略的に変化。

3. サステナビリティによって購買・調達活動が企業経営や収益に直結する機会が増加する。

4. 新たなサステナビリティに関する規制の知識・知見を得る必要性に迫られている。

5. サステナブルでグリーンなサプライチェーンへの見直しが急務となっている。
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まとめ

1. サステナビリティは長期的なトレンドとして認知され、最優先事項とみなされている。

2. サステナビリティに対応するために購買・調達の役割がより戦略的に変化。

3. サステナビリティによって購買・調達活動が企業経営や収益に直結する機会が増加する。

4. 新たなサステナビリティに関する規制の知識・知見を得る必要性に迫られている。

5. サステナブルでグリーンなサプライチェーンへの見直しが急務となっている。

サステナビリティは選択ではなく、「義務」です。

購買・調達活動を通じたサステナビリティの実現、

サステナブルな調達に向けて「今」取り組みを開始しましょう！
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ご清聴ありがとうございました。
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Q&A
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